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我等は四人であった、

而（しか）して今尚（な）お四人である、

戸籍帳簿に一人の名は消え、

四角の食台の一方は空しく、

四部合奏の一部は欠けて、

讃美の調子は乱されしと雖（いえど）も、

而（しか）も我等は今尚お四人である。

我等は今尚お四人である、

地の帳簿に一人の名は消えて、

天の記録に一人の名は殖（ふ）えた、

三度の食時に空席は出来たが、

残る三人はより親しく成った、

彼女は今は我等の衷（うち）に居る、

一人は三人を縛る愛の絆（きずな）となった。

然し我等は何時（いつ）までも斯（か）くあるのではない、

我等は後に又前の如く四人に成るのである、

箛神の （らっぱ）の鳴り響く時、

寝（ねぶ）れる者が皆な起き上る時、

主が再び此の地に臨（きた）り給う時、

新らしきエルサレムが天より降る時、

我等は再たび四人に成るのである。


